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Project PLATEAU ver1.0 をリリース 
―全国 56 都市の 3D 都市モデル整備とユースケース開発が完了― 

 
 

 

 

 

現実の都市をサイバー空間に再現する 3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化事業
Project PLATEAU

プ ラ ト ー

は、2020 年度の事業として全国 56 都市の3D 都市モデルの整備を完了し、開
発したユースケース 44 件を公開しました。 

本日、公式ウェブサイト ”PLATEAU ver1.0” をリリースするとともに、全国に先駆けて東京都
23 区の 3D 都市モデルのオープンデータを公開しました。 

また、3D 都市モデルの整備・活用のためのガイドブックを発信しています。 

［＊ Project PLATEAU
プ ラ ト ー

 Ver1.0 の概要］ 

Project PLATEAU（プラトー）は、2020 年度の事業として全国 56 都市の 3D 都市モデルの整備を
完了し、開発したユースケース 44 件と実証成果を取りまとめた各種マニュアル・技術資料等 10 件
を公開しました。 

また、本日、一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会と技術協力の協定を締結しました。同協議
会が運用する「G 空間情報センター」において 3D 都市モデルのオープンデータ化を開始します。 

 
［＊ 今後の展開］ 

Project PLATEAU は、2021 年度から Ver 2.0 として更なる取組の深化を図っていきます。そのメイン
スコープは、3D 都市モデルの整備・更新・活用のエコシステムの構築です。3D 都市モデルを全国に展開
し、スマートシティをはじめとするまちづくりの DX 基盤としての役割を果たしていくため、簡易・効率
的な整備・更新手法の開発、自動運転やロボット運送等のユースケース開発の深化、街路空間（歩道・車
道）や街路樹・標識など緻密なスケールでのデータ整備手法の確立等に取組んでいきます。 

＜問い合わせ先＞ 都市局都市政策課 細萱、内山、松原 
電話 03-5253-8111（内線32235）03-5253-8397（直通） 
FAX 03-5253-1586 

＜Project “PLATEAU”＞ 
ウェブサイト：www.mlit.go.jp/plateau/ 
Twitter：@ProjectPlateau 



［＊ ウェブサイト PLATEAU
プ ラ ト ー

 ver 1.0 での公開情報］ 
◆ 全国 56 都市（別添参照）の 3D 都市モデルデータセット――――順次ダウンロード URL 公開 
◆ 都市活動モニタリング、防災、まちづくりのユースケース ―――19 事例の紹介記事を公開 
◆ 民間市場の創出に向けた民間サービス開発のユースケース ―――７事例の紹介記事を公開 
◆ 3D 都市モデル導入のためのガイドブック―マニュアル・技術資料 10 件、44 件の実証事例を公開 
◆ その他アーカイブ―コンセプトフィルム・ユースケースフィルム、開発者向けソースコードの公開 

［＊ 3D 都市モデルとは？］ 
3D 都市モデルとは、実世界（フィジカル空間）の都市を仮想的な世界（サイバー空間）に再現した三次

元の都市空間情報プラットフォームです。二次元の地図に建物・地形の高さや建物の形状などを掛け合わ
せて作成した三次元の地図に、建築物の名称や用途、建設年などの属性情報を加え、都市空間そのものを
デジタル上で再現しました。これまで各省庁や地方自治体に分散していた建物の情報や人口流動、環境や
エネルギーのデータなどを三次元化した地形データと統合することで、都市計画立案の高度化や、都市活
動のシミュレーション、分析等が可能となります。 

Project PLATEAU で整備する 3D 都市モデルはセマンティクス＝意味情報を持つモデルです。多くの人
がこれまで目にしてきた 3D 地図は都市を形として再現した、現実と同じように「見える」地図でした。
PLATEAU では建物や街路などのオブジェクトを定義し、これに名称や用途などの情報を記述できるデー
タフォーマット「City GML」を用いており、見た目だけではなく、50 階建てのオフィスビルは 50 階建て
のオフィスビルとして、歩行者専用道路は歩行者専用道路としてデータが再現されます。つまり、サイバ
ー空間にもう一つの都市を構築することが可能です。 

Project PLAEAU は、3D 都市モデルを活用することで「全体最適・持続可能なまちづくり」「人間中心・
市民参加型のまちづくり」「機動的で機敏なまちづくり」の実現を目指していきます。 

 

［＊ オープンデータ化］ 

Project PLATEAU では、官民の多様な分野における 3D 都市モデルの活用・ユースケース開発を促進す
るため、オープンデータ化に取り組んでいます。 

本日、一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会と技術協力の協定を締結し、同協議会が運用する
「G 空間情報センター」において 3D 都市モデルのオープンデータ化を開始しました。先行して東京
都 23 区の 3D 都市モデルデータを掲載しており、2021 年 4 月中に全国 56 都市の 3D 都市モデルのデー
タを順次オープン化する予定です。 
＜東京都 23 区 3D 都市モデル：オープンデータのダウンロード先＞ 

G 空間情報センター： https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau-tokyo23ku 
＜配布するデータ形式＞ CityGML、3D Tiles、FBX 形式等  

参考 



［＊ ユースケース開発］ 
Project PLATEAU で整備した 3D 都市モデルはデータの集合体であり、データはソリューションとして

活用してこそ価値を持ちます。そこで Project PLATEAU では地方公共団体、民間企業、大学・研究機関と
パートナリングを行い、実際に 3D 都市モデルがどのように社会にインパクトをもたらすものなのか、ユ
ースケース開発の実証実験を行ってきました。3D 都市モデルを活用した社会的課題の解決として「都市
活動モニタリング」、「防災」、「まちづくり」の 3 つのカテゴリと、3D 都市モデルを活用した民間市場の
創出として「新サービス」のカテゴリを設定し、本日 26 件の実証実験結果を公式 WEB サイトに公開しま
した。ここではユースケースの中から、いくつか例をご紹介します。 

都市活動モニタリング 

 

 
スマートフォンなどが発する電波（Wi-Fi と4G/LTE）を活用した 
混雑状況モニタリング 
〈九州工業大学 大学院工学研究院/IoT システム基盤研究センター〉 

異なる2 種類の電波（Wi-Fi、4G/LTE）を用いて測定エリアの人数
を推定し、推定結果を比較分析。電波を活用した人流モニタリング技
術の検証を行い、3D 都市モデルと組み合わせた都市活動モニタリン
グ手法の確立を目指した。 

 
防災 

 

 
屋内外をシームレスに繋ぐ避難訓練シミュレーション 
〈森ビル株式会社〉 

虎ノ門ヒルズビジネスタワーの緻密な屋内モデルを制作し、3D 都
市モデルと統合。屋内と屋外をシームレスに繋いだバーチャル空間を
構築した。大人数が対面で集まる大規模避難訓練の実施が困難になる
中、バーチャル空間で複合施設における複数の避難計画のシミュレー
ションや、徒歩出退社訓練用のVR の構築を行った。 

 
まちづくり 

 

 
都市計画基礎調査情報を活用した都市構造の可視化 
〈株式会社日立製作所、パナソニック株式会社、アジア航測株式会社〉 

愛知県名古屋市において、都市計画基礎調査情報を用いて過去から
の都市構造の変遷を可視化。平成3 年～平成29 年の「建物利用現況」
と「土地利用現況」の情報を3D 都市モデルに統合。PLATEAU VIEW
上で属性情報に応じて塗り分けた建物・土地の変遷を、時系列で見ら
れるようにした。 

 
新サービス 

 

 
バーチャル都市空間における「まちあるき・購買体験」 
〈株式会社三越伊勢丹ホールディングス〉 

新宿三丁目エリアを中心とする「バーチャル新宿」を構築し、仮想
空間における「まちあるき」体験を提供。コロナ禍におけるエリア価
値向上や立地店舗のEC 活性化を目指した。 

参考 



［＊ 3D 都市モデル導入のためのガイドブック］ 
地方公共団体をはじめとする多様なプレイヤーが 3D 都市モデルの整備やこれを活用したユースケース

開発に参画できるよう、2020 年度の Project PLATEAU の成果を踏まえ、「3D 都市モデル導入のためのガ
イドブック」10 編を公開しました。 

 
＜3D 都市モデル導入のためのガイドブック＞ 
Series No.00 – 3D 都市モデルの導入ガイダンス 
 3D 都市モデル導入のための基本的プロセスである、3D 都市モデルの
整備・更新、ユースケース開発、オープンデータ化の手法等をまとめた
ガイダンス。地方公共団体やエリアマネジメント団体、民間企業の職員
向けに基礎知識を提供。 

Series No.01 –  
3D 都市モデル標準製品仕様書 

 

Series No.02 –  
3D 都市モデル標準作業手順書 

 

Series No.03 – 3D 都市モデル整
備のための BIM 活用マニュアル 

 
Series No.04 – 3D 都市モデルの
ユースケース開発マニュアル（公
共活用編） 

 

Series No.05 – 3D 都市モデルを
活用した災害リスク情報の可視
化マニュアル 

 

Series No.06 – 3D 都市モデルの
ユースケース開発マニュアル（民
間活用編） 

 
Series No.07 – 3D 都市モデルの
データ変換マニュアル 

 

Series No.08 – ビジュアルアイ
デンティティ（VI）マニュアル 

 

Series No.09 – 3D 都市モデル実
証環境構築マニュアル 

 
 

   

   

   

 

参考 



 
［＊ 「3D 都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」の設置］ 

官民の知見を結集して 3D 都市モデルの発展を図るため、スマートシティ官民連携プラットフォームの
下に地方公共団体や民間企業、研究者等で構成する「3D 都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科
会」を設置し、2021 年 3 月24 日に第 1 回を開催しました。今後、幅広い分野の方々と共に検討を重ねて
いく予定です。 
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